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２０２０年１１月１９日 日本鉄道労働組合連合会 

鉄構労との意見交換会 

 ＪＲ連合は、10 月 28 日、横浜市内に

て鉄道運輸機構労働組合（鉄構労）と意

見交換会を開催し、整備新幹線建設に

関わる課題をはじめとした様々な政策

課題を共有するとともに、今後の働き

方などについて議論を交わした。 

 鉄構労はＪＲ連合と同じく交運労協

に集う仲間であり、加えて、整備新幹線を建設する側と、運営する側という極めて密

接な関係でもあることから、これまでも定期的に情報交換を行ってきた。 

 今回の意見交換では、整備新幹線に関し、北海道、北陸、九州それぞれの建設にお

ける諸課題の共有をはじめ、北海道新幹線の青函走行区間における貨物輸送のあり

方や新函館北斗～札幌間における並行在来線のあり方、北陸新幹線建設に存する諸

課題などについて踏み込んだ議論を展開した。さらに、中長期的な課題として、社会

変化を見据えた鉄道産業のあり方や、将来を見据えたＪＲ産業と鉄道・運輸機構全体

の協働体制の必要性について議論を深めるとともに、ＪＲ連合及び鉄構労がこれま

で以上に密接な連携を図っていくことを確認した。 

そうした中、厳しい局面にあるＪＲ産業を支

える政策面での支援ならびにＪＲ北海道、ＪＲ

四国、ＪＲ貨物の経営自立に向けてＪＲ連合が

署名活動を展開していることを紹介すると、鉄

構労から協力の申し出を頂戴し、11/18、鉄構労

落合弘明執行委員長より、数多くの署名用紙が

ＪＲ連合荻山市朗会長に対して手渡された。 

コロナ禍の長期化も取り沙汰され、ＪＲ産業

を取り巻く環境は厳しさを増すことが予想されるが、引き続き公共交通の発展に向

け、こうした連携の輪を拡げていく。 


